
  
 
 
 
                                                                                                                                                                                                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                                         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
   
 
  
                                         
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇◆◇ 編 集 後 記 ◇◆◇ 

   

 

惨い試練は忘れた頃にやってきます。 

    防災や減災の取り組みが必要です。 

     自分のできることからしたいと思います。（Ｃ）

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災。五所川原市では、大きな被害はなかっ

たものの、日頃からの備えが大切であることを実感したのではないでしょうか。 

今回の経験を踏まえ、男女共同参画の視点から防災の備えについてもう一度考えてみま

せんか。 

    

 

※この情報紙は市民からの公募による編集委員によっ

て作成されています。 

女性（Female）と男性（Male）がともに支え合い、

対等な立場で社会（Society）を形成することを願っ

て‼  

第１３号 企画課 男女共同参画室（内線２１５６）

防防防災災災ののの備備備えええをををしししててていいいままますすすかかか？？？
～今回の震災から学ぶ～ 

被災地での生活支援活動が本格化するのは３日後と言われています。それまでの時間を乗

り越えるため、どのような備えをするべきでしょうか。とくに、子育て中の家族、高齢者な

ど、災害時の不安を減らすため、災害の時に必要と思われるものをあげてみました。 

●高齢者、要介護者、障がい者・・・ 
オムツ類、口腔ケア用品、メガネ、服用中の 

薬、薬の一覧、ドライシャンプー、杖、歩行器、

車椅子、補聴器、補聴器の電池、筆談のための 

用紙、点字器、救助を求めるための笛やブザー、 

連絡先の書かれた身分証明書など 

●妊婦・・・ 
母子健康手帳、

入院準備品、子育

て中の家族に準じ

た赤ちゃん用品な

ど

●その他・・・ 
化粧品類、生理用品、ひげそりなど 

●共通して備えておけばいいもの・・・ 

飲料水、非常食、現金、貴重品、懐中電灯、 

ラジオ、乾電池、ヘルメット、頭巾、毛布、衣 

類、タオル類、軍手、靴、笛、応急医薬品、筆 

記用具、はさみ、携帯トイレ、トイレットペー 

パー、ウェットティッシュ、スリッパ、マスク、 

携帯電話など 

☆★☆ 編集スタッフ ☆★☆          境谷 葉子、福士 千恵子 、三由 恵子、千葉 敦子 

▼さんかく編集委員募集！！ 
 

  男女共同参画に興味のある方、それほど

でもないけれど編集委員をやってみたい方。

男女問いません。まずは、ご連絡ください。 
 

◎企画課男女共同参画室 

℡0173-35-2111 内線2156 

Ｅメール： danjo@city.goshogawara.lg.jp 

 

※災害の時に必要なものは人それぞれ違います。 

自分たちにとって必要なものは何か、この機会に考えてみましょう。

五所川原市の防災担当である総務課では、自主防災組

織を町内会活動に取り入れるようお願いしており、現在

１４団体が自主防災組織を設立しています。 

自主防災組織は、全国的に見ると、運営の主体がほと

んど男性です。地域をよく知る女性が防災活動に積極的

に参画することで、災害時女性特有のニーズや悩みに対

応することができ、より実効性のあるものになります。 

総務課では、組織設立のための相談、支援にも応じて

いますので、各町内会で話し合い、男女共同参画で自主

防災組織をつくりましょう。 

☆男女共同参画の視点から見た防災の備え 

●子育て中の家族・・・ 
抱っこ紐又はスリング、母子手帳、紙オム 

ツ、お尻拭き、ミルク、哺乳瓶、哺乳瓶の消 

毒剤、おもちゃや絵本、離乳食、おやつなど 

大震災では、消防車や救急車は、道路が寸断されるなどし、

すぐに駆けつけることができません。また、支援物資もすぐ

に配られるとも限りません。そんなとき隣近所の支え合いは、

ますます重要になってきます。 

もしものときすぐに活かせる人とのつながりを、地域の行

事や活動を繰り返し続けていくことで、つくっていきましょ

う。その際、これまでの慣習にとらわれることなく、男女共

に各世代からの参加と、積極的な意見を出し合い反映させる

必要があります。 

◆もしものときすぐに活かせるのは「人との支え合い」 

◎あなたは地区の避難所、家族との連絡方法を確認していますか？ 

各地区の避難所は、五所川原市公式ホームページの「五所川原市避難所一覧表」を

確認するか、直接五所川原市総務課へお問い合わせください。また災害時は、携帯電

話、固定電話等もつながりにくいため、災害の状況に応じた家族同士の連絡方法につ

いて決めておくと安心です。 
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災害時は、「自助→共助→公助」が重

要です。「自助」は自分の身の安全、「共

助」が地域での支え合い、「公助」が公

の援助、支援になります。災害時は、

これらが互いに連携し一体となること

で、被害を最小限にできるとともに、

早期の復旧・復興につながるものとな

ります。 

＊「自助→共助→公助」とは･･･ 

◆自主防災組織を 

男女共同参画でつくりましょう 

＊自主防災組織とは･･･ 
 
大きな災害が発生した際、地域住民

が的確に行動し、被害を最小限に止め

るため、日頃から地域内の安全点検や

住民への防災知識の普及･啓発、防災

訓練の実施などを行います。 

また、実際に地震が発生した際には、

初期消火活動、被災者の救出･救助、

情報の収集や避難所の運営といった活

動を行うなど、非常に重要な役割を担

う組織を自主防災組織といいます。 


